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テ
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
研
究
を
用
い
て
大
統
領
制
が
議
会
レ
ベ
ル
の
政
党
制
に
与
え
る
影
響
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
討
し
、

一
般
化
可
能
な
合
意
を
ひ
き
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
統
領
制
研
究
に
お
け
る
テ
l
マ
の
ひ
と
つ
が
、
大
統
領
制
と
議
会
レ

ベ
ル
の
政
党
制
と
の
関
係
で
あ
る
。
方
法
論
的
に
は
、
こ
の
問
題
の
検
討
に
は
回
帰
分
析
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
そ
の

分
析
結
果
か
ら
は
、
大
統
領
制
は
（
議
院
内
閣
制
に
比
べ
）
議
会
レ
ベ
ル
の
政
党
制
を
二
大
政
党
制
に
向
か
わ
せ
る
影
響
を
も
つ
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
回
帰
分
析
は
、
あ
る
種
の
関
係
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
示
し
て
は
く
れ
で
も
、
そ
の
関
係
を
形
成

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
ま
で
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
大
統
領
制
は
ど
の
よ
う
に
議
会
選
挙
レ
ベ
ル
の
政
党
制
に

影
響
す
る
の
か
、
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
点
が
多
い
。

フィリピンの大統領制と政党システム（粕谷祐子）

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
議
会
レ
ベ
ル
の
政
党
制
、
と
り
わ
け
一
九
八
六
年
民
主
化
以
後
の
そ
れ
は
、
エ
ク
ス
タ
イ
ン
ら
の
い
う
「
重

要
な
事
例
（
の

E
g－。
go）
」
（
思

Eos
－ヨ凶
u
p
E
a
M
O
O－
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
重
要
な
事
例
と
は
、
そ
の
事
例
の
も
つ
諸
条
件

か
ら
は
理
論
的
予
測
の
と
お
り
と
な
る
は
ず
な
の
に
、
実
際
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
事
例
の
こ
と
を
指
す
。
本
稿
に
関
し
て
は
、
次

の
四
つ
の
条
件
が
存
在
す
る
と
理
論
的
に
は
議
会
レ
ベ
ル
で
の
二
大
政
党
制
が
予
測
さ
れ
る
。

H
大
統
領
の
も
つ
権
限
が
大
き
い
、

口
大
統
領
の
選
出
に
は
単
純
多
数
制
を
使
用
す
る
、
日
大
統
領
選
挙
と
議
会
選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ
る
、
回
議
員
の
選
出
に
は
小
選

挙
区
単
純
多
数
制
（
以
下
、
小
選
挙
区
制
と
省
略
）
を
使
用
す
る
。
こ
れ
に
照
ら
し
あ
わ
せ
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
一
九
四
六
年
の

独
立
か
ら
戒
厳
令
が
敷
か
れ
る
一
九
七
二
年
ま
で
は
、
理
論
予
測
ど
お
り
二
大
政
党
制
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
六
年
の
民
主

化
以
後
、
こ
れ
ら
四
条
件
は
ほ
ぼ
変
化
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
党
化
し
た
状
況
が
継
続
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
本
稿
は
、
な
ぜ
こ
の
理
論
が
民
主
化
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
か
を

検
討
す
る
。
特
に
、
既
存
の
理
論
で
は
次
の
三
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
付
単
純
多
数
制
の
下
で

うう



地域研究

も
大
統
領
候
補
者
数
は
二
人
と
な
る
と
い
う
前
提
で
は
な
く
、
変
数
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
、
口
当
選
見
込
み
の
あ
る
大
統
領
候

う6

補
は
、
議
会
選
挙
候
補
に
対
し
て
好
ま
し
い
政
党
所
属
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
形
で
政
党
シ
ス
テ
ム
形
成
に
影
響
す
る
、
日
大
統
領

選
挙
の
混
戦
化
は
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
多
党
化
で
は
な
く
、
選
挙
区
間
に
お
け
る
政
党
構
成
の
多
様
化
に
影
響
す
る
形
で
全
国
レ

ベ
ル
の
多
党
化
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
一
般
的
な
議
論
（
仮
説
）
と
し
て
は
、
大
統
領
選
挙
の
混
戦
化
は
、

慶麿の政治学

選
挙
区
レ
ベ
ル
の
政
党
制
の
あ
り
か
た
で
は
な
く
、
選
挙
区
間
の
政
党
構
成
の
多
様
化
に
影
響
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
今
後
多
国
間
デ
l
タ
を
用
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
待
た
れ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
大
統
領
制
と
政
党
制
に
関
す
る
理
論
を
概
観
し
た
う
え
で
、
理
論
的
予
測
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
と
の
間
の
議

離
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
い
で
第
二
節
に
お
い
て
、
な
ぜ
こ
の
理
論
が
民
主
化
後
の
多
党
化
を
解
明
で
き
な
い
の
か
に
関
す
る
主
張

を
提
供
す
る
。
第
三
節
で
は
、
主
張
を
支
持
す
る
実
証
デ
l
タ
を
示
す
。

政
党
シ
ス
テ
ム
形
成
の
理
論
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
統
領
制

「
大
統
領
制
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
そ
の
制
度
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
か
た
は
固
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
の
差
異
が
異
な
る
政
治
的
影

響
を
も
つ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
統
領
の
も
つ
権
限
の
程
度
や
、
大
統
領
と
政
党
と
の
関
係
の
あ
り
か
た
に
よ

り
、
体
制
の
安
定
度
（
門
店

a
E
5
5目。
E
3
z
g
c
m宣
告
去
り
5
1
3
N
』。ロ
2
3ま
）
、
政
策
過
程
（
諸
君
。

2
E
問。。
E
8
3
3
一

国
高
官
丘

gι
富。
p
σ
E
E
M。
。
－
）
、
連
立
内
閣
の
形
成
（
〉
5
3
5
a
Z
Z
】遺∞一

2
0
5
5
8
2
L
5
8怯
N
O
O
N
）
は
異
な
っ
て
く
る
。
本
稿

で
は
、
大
統
領
制
の
制
度
デ
ザ
イ
ン
が
影
響
を
及
ぼ
す
政
治
的
帰
結
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
議
会
レ
ベ
ル
の
政
党
制
に
注
目
す
る
。

多
く
の
研
究
が
、
大
統
領
制
が
議
会
レ
ベ
ル
の
政
党
シ
ス
テ
ム
形
成
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
（
0
・
m
u
Z
5目

3
3
一

g
a皇
自
己

n
R
a
－3
N
E



で
二
大
政
党
制
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
既
存
研
究
は
予
測
す
る
。
付
大
統
領
に
大
き
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、
口
大
統
領
選
挙

で
は
単
純
多
数
制
が
使
用
さ
れ
る
、
日
大
統
領
選
挙
と
議
会
選
挙
が
同
時
に
お
こ
な
わ
れ
る
、
回
議
会
選
挙
は
小
選
挙
区
制
を
採
用

す
る
（

gcm皇
自
E
U
R
O可
3
S一M
M
∞E
M
M
P
（

U
2
3
3
3∞
ム
沼
）
。
こ
の
予
測
を
も
た
ら
す
論
理
的
背
景
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
、
大
統
領
選
挙
、
議
会
レ
ベ
ル
選
挙
の
両
方
で
小
選
挙
区
制
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
（
条
件
二
と
四
）
、
デ
ユ
ベ
ル
ジ

エ
の
法
艇
に
よ
り
、
両
レ
ベ
ル
で
二
つ
の
政
党
が
競
合
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
第
一
、
第
三
の
条
件
、
す
な
わ
ち
、
大
統
領
が

大
き
い
権
限
を
も
つ
こ
と
、
及
び
、
大
統
領
・
議
会
選
挙
の
同
一
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
大
統
領
候
補
と
議
会
選
挙
レ
ベ
ル
の
政
治
家

が
同
じ
政
党
ラ
ベ
ル
の
下
で
集
結
す
る
こ
と
を
促
進
し
、
こ
れ
が
翻
っ
て
議
会
選
挙
で
の
ご
大
政
党
制
化
を
促
す
効
果
を
も
っ
。
こ

の
理
論
を
応
用
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
を
考
え
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
四
つ
の
条
件
を
備
え
て
お
り
、
二
大
政
党
制
を
も
っ
「
は

ず
」
で
あ
る
。
以
下
、
各
条
件
の
存
在
を
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
統
領
制
の
な
か
に
位
置
づ
け
な
が
ら
確
認
し
て
ゆ
く
。

フィリピンの大統領制と政党システム（粕谷祐子）

第
一
条
件
（
大
統
領
は
強
い
権
限
を
も
っ
）
に
関
し
、
図
1
に
お
い
て
、
東
・
東
南
・
南
・
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に
位
置
す
る
大
統
領
制

を
採
る
国
に
お
け
る
大
統
領
の
権
限
を
、
立
法
上
の
も
の
と
立
法
以
外
の
も
の
の
二
つ
で
測
定
し
た
。
図
中
の
線
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
統
領
は
ど
ち
ら
の
次
元
に
お
い
て
も
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
統

領
の
も
つ
権
限
の
メ
デ
ィ
ア
ン
よ
り
も
高
い
部
類
に
属
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
統
領
に
は
、
内
閣

の
任
免
権
、
法
案
拒
否
権
な
ど
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
大
統
領
は
予
算
管
理
省
の
大
臣
を
通
じ
て
予
算
執
行
を
コ
ン

次
元
で
の
メ
デ
ィ
ア
ン
の
値
で
あ
る
。
図
よ
り
、

ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
こ
れ
が
議
員
の
ポ

l
ク
バ
レ
ル
に
影
響
を
与
え
る
の
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
の
議
員
に
対
す
る
影
響
力
は

一
層
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
（

E
m
a乙
き
∞
P
2
8百
三
。

四
条
件
の
う
ち
の
第
二
（
単
純
多
数
制
の
使
用
）
、
第
三
（
大
統
領
・
議
会
の
同
時
選
挙
）
は
、
選
挙
制
度
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

大
統
領
を
選
ぶ
方
法
の
主
な
も
の
に
は
、
単
純
多
数
制
と
、
絶
対
多
数
・
単
純
多
数
二
回
投
票
制
が
あ
る
。
前
者
で
は
デ
ユ
ベ
ル
ジ

ェ
の
法
則
が
働
き
二
大
候
補
の
競
合
に
な
り
や
す
い
。
後
者
は
、
第
一
回
の
選
挙
で
過
半
数
票
を
獲
得
す
る
候
補
者
が
な
い
場
合
に

う7
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アジアの大統領制諸国における大統領の権限図 1
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第
二
回
の
選
挙
を
お
こ
な
い
、
こ
こ
で
相
対
的
に
最
も
多
い
得
票

ラ8

数
を
得
た
候
補
者
が
当
選
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度

で
は
、
第
一
回
の
選
挙
で
は
二
名
が
第
二
回
選
挙
に
進
め
る
の
で
、

単
純
多
数
制
の
場
合
よ
り
も
参
入
候
補
者
が
多
く
な
り
、
大
統
領

選
挙
が
多
党
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。
大
統
領
選
挙
と
議
会
選
挙
の

実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
し
て
は
、

一
般
に
、
両
方
の
選
挙
が
同

時
に
実
施
さ
れ
る
場
合
は
議
会
選
挙
レ
ベ
ル
の
党
の
数
を
減
少
さ

せ
る
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
別
々
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
る
場

合
は
大
統
領
選
挙
に
よ
る
収
赦
効
果
が
働
か
な
い
の
で
、
議
会
選

挙
レ
ベ
ル
が
多
党
化
し
や
す
い
（

g
a
E自
己

n
g三
宅
ド

2
8
5
5
0

こ
れ
ら
の
選
挙
制
度
に
関
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
統
領
制
で
採
ら

れ
て
い
る
も
の
を
表
1
に
ま
と
め
た
。
表
よ
り
、

ア
ジ
ア
の
な
か

で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
み
が
大
統
領
選
挙
で
単
純
多
数
制
を
採
用
し
、

か
つ
大
統
領
選
挙
と
議
会
選
挙
を
同
時
に
実
施
す
る
国
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
選
挙
の
実
施
周
期
に
関
し
て
は
、
厳
密

に
い
え
ば
戒
厳
令
以
前
の
時
期
と
民
主
化
以
後
の
時
期
で
は
変
化

が
あ
っ
た
。
権
威
主
義
化
以
前
で
は
、
大
統
領
と
下
院
は
両
方
と

も
任
期
を
四
年
と
し
、
常
に
同
時
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。



民
主
化
後
で
は
、
大
統
領
の
任
期
は
六
年
、
下
院
議
員
は
三
年
と
な
り
、
同
時
選
挙
に
加
え
、
大
統
領
選
挙
の
な
い
、
議
会
の
中
間

選
挙
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
理
論
的
に
は
、
大
統
領
選
挙
の
年
で
は
議
会
レ
ベ
ル
で
二
大
政
党
制
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
中

間
選
挙
の
年
の
選
挙
で
は
こ
の
よ
う
な
予
測
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
実
際
に
は
民
主
化
後
の
時
期
で
は
大
統
領
選
挙
年

に
お
い
て
も
二
大
政
党
制
が
成
立
し
て
お
ら
ず
、

フィリピンの大統領制と政党システム（粕谷祐子）

アジアの大統領制諸国における大統領選出の制度

単純多数制 絶対多数・単純多数2回投票制

フィリピン（1946-72)

フィリピン（1987～）＊

韓国（1987～） アフガニスタン（2003～）

シンガポール（1991～） インドネシア（2004～）

スリランカ（1978～） カザフスタン（1995～）

台湾（1994～） キルギス（1993～）

トルクメニスタン（1992～） モンゴル（1990～）

ウズベキスタン (1992～） 東チモール（2002～）

表 1

非同時選挙

同時選挙

＊中間選挙年も存在

出所各国憲法等より筆者作成

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
は
理
論
的
予
測
を
裏
切
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

議
会
レ
ベ
ル
で
の
二
大
政
党
制
を
も
た
ら
す
第

表2 アジアの大統領制諸国における下院議会の選挙制度

小選挙区制 半比例制 比例代表制

キルギス アフガニスタンl インドネシア

フィリピン（1946-72) 韓国 2 カザフスタン

シンガボール フィリピン (1987～）2 

トルクメニスタン スリランカ2

ウズベキスタン 台湾2

タジキスタン2

東チモール2

1単記非移譲投票制（SNTV)

2小選挙区比例代表並立制

出所各国憲法等より筆者作成

四
の
条
件
は
、
議
会
選
挙
で
の
小
選
挙
区
制
の
使

用
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
表
2
に
お
い
て
ア

ジ
ア
の
大
統
領
制
諸
国
下
院
選
挙
で
使
用
さ
れ
て

い
る
制
度
を
示
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
関
し
て
は
、

一
九
四
六
年
の
独
立
か
ら
一
九
七
二
年
ま
で
、
小

選
挙
区
制
を
採
用
し
て
い
た
。

一
九
八
七
年
憲
法

の
も
と
で
は
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
が
導

入
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
で
は
、
各
有
権
者
は
二
票

を
も
ち
、

一
票
を
小
選
挙
区
で
、
も
う
一
票
を
比

例
区
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
「
政
党
名
簿
制
」
と
呼
ば

れ
る
）

で
投
ず
る
。
憲
法
上
で
は
議
席
の
八

O
%

が
小
選
挙
区
制
で
、
残
り
の
二

O
%
が
政
党
名
簿

制
で
選
ば
れ
る
。
比
例
代
表
制
は
理
論
的
に
は
多

党
制
を
予
測
す
る
が
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る

ラ9
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フィリピン下院議会選挙での政党名、得票率、及び有効政党数（1946・2004)
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出所 選挙管理委員会報告書より筆者作成

の
は
あ
く
ま
で
小
選
挙
区
に
お
け
る
政
党
シ
ス
テ
ム
で
あ

60 

る
。
そ
し
て
、
理
論
的
に
は
二
大
政
党
が
予
測
さ
れ
る
小

選
挙
区
で
の
選
挙
結
果
に
お
い
て
多
党
制
と
な
っ
て
い
る

の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
で
あ
る
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
背
景
を
踏
ま
え
、

フ
ィ
リ

ピ
ン
下
院
で
の
政
党
制
の
状
況
を
確
認
す
る
。
図
2
は、

一
九
四
六
年
選
挙
か
ら
一
一

O
O
四
年
選
挙
ま
で
の
各
主
要

政
党
の
得
票
率
と
、
有
効
政
党
数
宙
開
0
2
5
z
c
Eゲ
白
色

E
E
0
9
以
下

E
N
P
、
宮
件
由
。
自
己
叶
包
括
8
2
P
S司
）
を
一一小

デ
ー
タ
は
、
政
党
名
簿
選
挙
区
の
結
果
を
除

し
て
い
る
。

い
た
小
選
挙
区
の
も
の
で
あ
る
。

図
2
よ
り
、
戒
厳
令
が
敷
か
れ
る
一
九
七
二
年
以
前
の

時
期
に
は
、
国
民
党

2
3
8
0ロ
E
2
3、
以
下

N
P
）

と
自
由
党
（
F
E
o
s
－3
3、
以
下
L
P
）
が
競
合
す
る
、

比
較
的
安
定
し
た
二
大
政
党
競
争
で
あ
っ
た
が
、

一
九
八

六
年
の
民
主
化
以
後
の
時
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
多

党
制
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
E
N
P
で
み
る
と
、

権
威
主
義
体
制
化
以
前
の
時
期
は
二
前
後
で
推
移
し
て
い

る
が
、
民
主
化
後
の
選
挙
で
は
三
か
ら
八
の
間
の
値
を
と



フィリピンの大統領制と政党システム（粕谷祐子）

選挙区レベルの平均有効候補者数（1946・2004)
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選挙

っ
て
い
る
。
民
主
化
直
後
の
一
九
八
七
年
、

一
九
九
二
年
選
挙
に
お
い

て
E
N
P
が
高
い
こ
と
は
民
主
化
後
の
政
治
的
混
乱
が
要
因
で
あ
る
と

の
説
明
が
成
立
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
多
党
制
は
民
主
化
か

ら一

O
年
以
上
た
っ
た
時
点
で
も
継
続
し
て
お
り
、
民
主
化
直
後
の
混

乱
と
い
う
短
期
的
な
要
因
以
外
の
、
よ
り
体
系
だ
っ
た
要
因
を
用
い
た

説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

」
れ
ま
で
み
て
き
た
理
論
と
実
際
の
詑
離
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
よ
り
厳
密
に
は
、
既
存
理
論
の
ど
の
よ
う
な
側
面

が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
を
「
は
ず
れ
値
」
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
答
え
る
こ

出所 選挙管理委員会報告書より筆者作成

と
で
、
既
存
理
論
で
見
落
と
さ
れ
て
い
る
諸
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
よ

り
適
切
な
理
論
化
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。

本
稿
の
課
題
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
研
究
に
お
け
る
既
存
理
論
の
観

点
か
ら
説
明
を
試
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
れ
は
デ
l
タ
と
の
整
合

性
を
も
た
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
権
威
主
義
化
以
前
の
政
党
政
治
を
分

析
し
た
有
名
な
研
究
に

E
E
O
（3
5）
が
あ
る
。
そ
の
議
論
は
権
威

主
義
化
以
前
の
二
大
政
党
は
各
地
方
（
選
挙
区
）

で
二
大
派
閥
が
競
合

し
て
い
た
か
ら
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
民
主
化
後
の
多
党
化

の
説
明
に
援
用
す
る
と
、
各
選
挙
区
の
レ
ベ
ル
で
多
党
化
（
多
派
閥
化
）

61 



（

6
）
 

が
進
ん
だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
、

一
九
四
六
年
か
ら
二

O
O
四
年
の
期
間
の
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
有
効
候
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補
者
数
宙
開
085zzBσ
白
色
内
包
在
室
。
田
湖
以
下
E
N
C
）
の
推
移
を
図

3
で
示
し
た
。
図
3
よ
り
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
は
、
民
主
化

以
前
、
以
後
の
時
期
で
、
競
合
の
程
度
が
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
に

Z
E
o
の
い
う
よ
う
に
多
党
化
が
選
挙
区
レ
ベ

ル
で
の
変
化
の
結
果
で
あ
れ
ば
、
各
選
挙
区
で
の

E
N
C
が
増
加
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
民
主
化
直
後
の
一

九
八
七
年
選
挙
を
除
き
、
増
加
で
は
な
く
や
や
減
少
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
の
政
治
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
多

慶躍の政治学

党
化
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
民
主
化
後
の
多
党
制
を
も
た
ら
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
次
節
に
お
い
て
、
本
稿
で
の
主
張
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

多
党
化
の
要
因

既
存
の
理
論
は
、
大
統
領
制
と
議
会
選
挙
レ
ベ
ル
の
政
党
制
と
を
関
係
づ
け
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
三
点
に
お
い
て
問
題
が
あ
り
、

こ
の
た
め
民
主
化
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
多
党
制
を
説
明
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
張
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
当
選
可
能
性

の
あ
る
大
統
領
候
補
者
数
を
、
デ
ュ
ベ
ル
ジ
ェ
の
法
則
を
援
用
す
る
形
で
、
二
と
前
提
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
単
純
多
数
制
の
も
と

で
有
力
候
補
が
二
人
に
な
る
と
い
う
指
摘
は
、
確
率
論
的
に
は
妥
当
で
あ
る
が
、
必
然
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事

例
を
整
合
的
に
説
明
す
る
に
は
、
こ
れ
を
前
提
で
は
な
く
変
数
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
、
次
節
に
お

マ
ル
コ
ス
期
以
後
の
選
挙
に
お
い
て
有
力
大
統
領
候
補
者
数
が
理
論
予
測
値
以
上
に
増
加
し
、
そ
の
傾
向
は
二

O
O
四
年
選

い
て
、

挙
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

第
二
の
問
題
点
は
、
大
統
領
選
挙
の
議
会
レ
ベ
ル
で
の
政
党
制
へ
の
影
響
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す

る
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
「
コ

l
ト
テ

l
ル
効
果
」
と
「
組
織
的
効
果



（。
H
m
8
5
5
5日

O
B
2
）
」
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
白
0
5
2
8仏
門
寄
付

N

。
。
凶
）
。
前
者
は
比
較
的
明
確
な
定
義
が
存
在
し
、
実
証
分
析
も

あ
る
程
度
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
後
者
の
概
念
上
の
暖
昧
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
主
化
後
の
大
統
領
制
に
お

け
る
政
党
制
の
断
片
化
を
比
較
分
析
し
た

E
－3
2
2
包・

2
3円
凶
）
で
は
、
「
政
党
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
の
大
統
領
へ
の
野
心
を
満

た
す
た
め
に
生
成
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
統
領
候
補
に
よ
る
新
規
政
党
の
形
成
を
も
っ
て
組
織
的
効
果
と
捉
え

で
は
具
体
的
に
議
会
レ
ベ
ル
の
候
補
者
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
る
の
か
（
例
え
ば
、
新
規
に
リ
ク
ル
ー
ト
す

る
も
の
で
あ
る
が
、

る
の
か
、
党
籍
変
更
に
よ
る
の
か
）
と
い
う
点
は
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。
。
。

E
o
Z
E
n
－RW
（M
g凶
心
。
）
で
は
、
別
の
意
味
の
概
念

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
「
政
党
は
大
統
領
候
補
を
中
心
に
組
織
さ
れ
る
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
大
統
領
制
は
（
議
院

内
閣
制
に
比
べ
る
と
）
政
党
資
源
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
追
求
戦
略
よ
り
も
得
票
最
大
化
戦
略
に
多
く
配
分
す
る
よ
う
に
な
る
、
と
の
知

フィリピンの大統領制と政党システム（粕谷祐子）

見
を
示
し
た

r
B
5
Z
（MgN）
を
引
用
し
て
の
概
念
化
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
。
。
E
0
2邑
O
R
r
g
E）
の
い
う
組
織
的
効
果
と
は
、

E
－3
2
ミ
ミ
・
（
F
E
）
の
い
う
よ
う
な
新
政
党
の
立
ち
上
げ
で
は
な
く
、
政
党
資
源
の
再
配
置
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

組
織
的
効
果
は
、
そ
の
概
念
定
義
の
暖
昧
さ
に
加
え
、
実
際
に
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
に
関
す
る
実
証
分
析
が
非
常
に
欠
如
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
既
存
研
究
が
回
帰
分
析
手
法
を
用
い
た
多
国
間
比
較
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
大
統
領
候
補
数
と
議

会
レ
ベ
ル
の
政
党
数
の
正
の
相
関
関
係
の
存
在
を
も
っ
て
組
織
的
効
果
が
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
回
帰
分
析
は
二
変
数
聞
の
統
計
的
に
有
意
な
関
係
の
存
在
は
特
定
で
き
て
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
関
係
構
成
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
ま
で
は
明
ら
か
に
し
な
い
。

こ
こ
に
お
い
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
の
詳
細
な
分
析
は
、
ど
の
よ
う
な
「
組
織
的
効
果
」
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
は
、
大
統
領
候
補
が
議
会
選
挙
レ
ベ
ル
の
候
補
者
に
対
し
て
魅

を
可
能
に
す
る
。
次
節
で
分
析
す
る
よ
う
に
、

力
的
な
政
党
所
属
先
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
と
い
う
形
で
議
会
選
挙
レ
ベ
ル
の
政
党
制
に
影
響
を
与
え
る
。
こ
れ
は

E
－3
2
ミ

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
で
の
組
織
的
効
果
は
、
議
会
選

63 

ミ
の
指
摘
し
た
概
念
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、



挙
候
補
者
の
政
党
所
属
行
動
、
特
に
党
籍
変
更
を
通
じ
て
生
ず
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
は
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
こ
の
よ
う
な
効
果
が
生
ず
る
の
か
と
い
う
点
を
も
示
唆
す
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
影
響
は
、
大
統
領
が
か
な
り
の
権
限
を
持
つ
場
合
に
生
ず
る
と
い
う
こ
と
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
統
領
制
の
特
徴

慶醸の政治学

か
ら
推
論
で
き
る
。
対
照
的
に
、
例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
で
は
、
連
邦
制
の
た
め
大
統
領
の
権
限
が
相
対
的
に
弱
く
、
大
統
領
候

補
の
政
党
は
そ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
政
党
所
属
の
選
択
肢
と
は
な
ら
な
い
（

E
g
g－
∞
右
混
）
。
こ
れ
は
、
大
統
領
よ
り
も
州
知
事
の
ほ

う
が
議
員
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ネ
l
ジ
の
供
給
元
と
し
て
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
議
会
選
挙
候
補
者

は
、
白
州
の
州
知
事
の
政
党
へ
の
所
属
を
よ
り
好
ま
し
い
も
の
と
す
る
傾
向
が
生
ず
る
。

第
三
の
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
が
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
政
党
制
と
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
そ
れ
と
を
区
別
し
て
分
析
し
て
こ

な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
政
党
制
を
分
析
す
る
際
は
、
各
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
政
党
競
合
と
、
選
挙

区
レ
ベ
ル
の
政
党
制
が
選
挙
区
ご
と
に
ど
の
程
度
異
な
る
か
、
と
い
う
点
の
両
方
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る

R
2
3
3）
。
し
か
し
、

既
存
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
有
効
政
党
数
を
従
属
変
数
、
大
統
領
候
補
の
数
を
独
立
変
数
（
の
一
つ
）
と
し
て
回
帰

分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
0
・明－

Z
ロ
g
F
5明
E
3
2
R
R
E
P

。。E
2
8色
合
同

W
F
E）
。
そ
の
結
果
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
大
統
領
選

挙
の
影
響
は
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
み
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
選
挙
区
間
（
の
g
g
E舎
E
2）
に
お
け
る
政
党
制
構
成
の
違
い
に
お
い
て

み
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
暖
昧
に
し
て
し
ま
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
は
、
こ
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
を
分
け
て
分
析
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
示
す
こ
と
に
加
え
、
さ
ら
に
、
大
統
領
制

の
議
会
政
党
競
合
へ
の
影
響
は
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
選
挙
区
間
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
党
制
構
成
の
違
い
に
お
い
て
み
ら
れ

つ
ま
り
、
権
威
主
義
化
以
前
と
民
主
化
後
の
時
期
で
は
、
選
挙
区
平
均
の

E
N
P
は
約
二
で
あ
り
、
か

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

つ
、
選
挙
区
間
に
お
け
る
政
党
制
構
成
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
ど
の
選
挙
区
で
も
競
合
し
て
い
た
の
は

N
P
と

L
P
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
民
主
化
後
で
は
、
議
員
候
補
に
と
っ
て
の
好
ま
し
い
政
党
所
属
の
選
択
肢
は
増
大
し
た
が
、
こ
れ



は
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
政
党
数
の
増
加
で
は
な
く
、
選
挙
区
間
に
お
け
る
政
党
制
構
成
の
違
い
の
増
大
に
影
響
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

が
翻
っ
て
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
多
党
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
議
論
は
、
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
既
存
理
論
で
は
民
主
化
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
多
党
化
が
う
ま
く
説
明
で
き
な

い
状
況
に
対
し
、
次
の
三
点
を
考
慮
す
れ
ば
整
合
的
に
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
付
大
統
領
候
補
の
数
を
定
数
で
は
な
く

変
数
と
扱
う
、
口
大
統
領
選
挙
が
ど
の
よ
う
に
政
党
の
組
織
に
影
響
す
る
の
か
を
明
確
に
す
る
、
日
選
挙
区
間
で
の
政
党
制
の
違
い

の
程
度
を
明
確
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
分
析
に
加
え
る
と
、
民
主
化
後
の
多
党
制
は
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
当

選
見
込
み
の
あ
る
大
統
領
候
補
者
数
が
増
加
し
、
こ
れ
が
議
会
選
挙
レ
ベ
ル
の
候
補
者
の
政
党
所
属
選
択
肢
を
こ
れ
ま
で
の
二
よ
り

も
増
や
し
て
、
選
挙
区
間
の
政
党
制
の
違
い
を
増
大
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
多
党
制
が
形
成
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
次
節
で
は
、
こ
の
一
連
の
議
論
を
実
証
的
に
示
す
。

フィリピンの大統領制と政党システム（粕谷祐子）

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
政
党
制
の
形
成

大
統
領
候
補
者
数

図
4
は、

一
九
四
六
年
か
ら
二

O
O
四
年
ま
で
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
政
党
名
、
各
党
の
票
獲
得
割
合
と
有
効
候
補
者
数
（
E

N
C
）
を
示
し
て
い
る
。

図
4
か
ら
、
同
じ
単
純
多
数
制
の
も
と
で
、
民
主
化
後
の
時
期
に
は
大
統
領
選
が
多
党
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
権
威
主
義
体
制

化
以
前
の
時
期
で
は
、
有
力
な
大
統
領
候
補
者
数
は
ほ
ぼ
常
に
二
人
で
あ
っ
た
が
、
民
主
化
後
に
は
、
有
効
大
統
領
候
補
者
数
は
三

か
ら
五
の
間
で
推
移
し
て
い
る
。
な
ぜ
有
効
大
統
領
候
補
者
数
が
増
加
し
た
の
か
と
い
う
問
題
は
本
稿
の
課
題
の
範
囲
内
で
は
な
い

が
、
こ
こ
で
簡
単
に
言
及
し
て
お
く
。
筆
者
は
別
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
が
、

6う
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選 1961

挙 1965

年 1969

~ I権威主義体制期

1992 

1叫
2004 

大統領選挙における政党名、各党の票獲得割合、有効候補者数（1946・2004)
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1.9 LP 

100% 
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0% 

出所 選挙管理委員会報告書より筆者作成

大
統
領
の
当
選
回
数
制
限
の
変
化
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
（

E
Zヨ

N
C
O
E
）。

権
威
主
義
体
制
化
以
前
の
時
期
に
は
、
大
統
領
の
当
選
回
数

66 

制
限
は
二
期
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
、
現
職
大
統
領
が
候
補
と
し
て
常
に

大
統
領
選
に
存
在
し
た
こ
と
が
、
他
の
政
治
家
の
参
入
を
阻
止
し
、
結

果
と
し
て
参
入
候
補
者
数
を
減
ら
し
た
。
民
主
化
後
の
時
期
に
お
い
て

は
、
新
憲
法
の
も
と
で
当
選
回
数
制
限
が
一
期
に
変
更
に
な
り
、
現
職

大
統
領
の
選
挙
参
入
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
現
職
大
統
領
の
選
挙
戦
不

在
が
、
有
権
者
と
政
党
の
結
び
つ
き
が
弱
い
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
大

統
領
の
椅
子
を
狙
う
政
治
家
達
に
と
っ
て
新
規
の
政
党
を
形
成
し
て
選

挙
戦
に
参
入
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
た
の
で
あ
る
。

図
4
か
ら
は
ま
た
、
民
主
化
後
の
時
期
に
は
選
挙
ご
と
に
主
要
政
党

の
名
前
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
権
威
主
義
体
制
化
以
前
の

時
期
で
は
、

主
な
政
党
は
ど
の
選
挙
で
も
N
P
と
L
P
で
あ
っ
た
が
、

民
主
化
後
に
は
、

主
要
政
党
が
選
挙
ご
と
に

一
部
異
な
る
よ
う
に
な
っ

た
。
民
主
化
後
の
新
し
い
政
党
の
ほ
と
ん
ど

（
E
E、
完
旬
、

Z
R、

人血町、

s、
E
N
O宮
口
同
な
ど
）

は
、
大
統
領
選
挙
に
参
入
し
た
い
政
治
家

に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
候
補
者
登
録
を
す
る
数
カ
月
前
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
政
党
名
は
、
図
2
で
み

た
、
民
主
化
後
の
議
会
レ
ベ
ル
で
の
主
な
政
党
名
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い



フィリピンの大統領制と政党システム（粕谷祐子）

下院議員の党籍変更状況（1946-2004)図5

100% 

80% 

60% 

40% 

20% 

87→92 92→95 95→98 98→01 01→04 

口不明｜

0% 

46→49 49→53 53→57 57→61 61→65 65→69 

選 挙 年

1・党籍変更をした議員 図党籍変更をしなかった議員

出所 選挙管理委員会報告書より筆者作成

る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
ど
の
よ
う

に
し
て
生
ず
る
の
か
を
検
討
す
る
。

2 

議
会
選
挙
候
補
に
と
っ
て
の
政
党
所
属
選
択
肢

こ
こ
で
は
、
党
籍
変
更
の
パ
タ
ー
ン
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
有
力
な

大
統
領
候
補
が
議
会
選
挙
候
補
に
と
っ
て
の
好
ま
し
い
政
党
所
属
選
択

肢
を
提
供
す
る
こ
と
を
示
す
。
ま
ず
図
5
で
は
、

一
九
四
六
年
か
ら

0
0
四
年
の
時
期
に
お
け
る
、
下
院
議
員
の
党
籍
変
更
の
程
度
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
所
与
の
議
員
の
立
候
補
時
に
表
明
さ
れ
た
党
籍
が
、

あ
る
選
挙
か
ら
そ
の
次
の
選
挙
時
に
変
化
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
定

し
た
も
の
で
あ
る
。

図
5
か
ら
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
党
籍
変
更
が
毎
回
の
選
挙
時

に
あ
る
程
度
の
頻
度
で
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
九
四

六
年
か
ら
二

O
O
四
年
ま
で
の
平
均
で
は
、
約
四
O
%
の
下
院
議
員
が

党
籍
変
更
を
し
て
い
る
。
こ
の
頻
度
は
党
籍
変
更
が
蔓
延
し
て
い
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
と
ほ
ぼ
同
等
か
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
例
え
ば

一
九
八
六
年
か
ら

一
九
九
五
年
の
時
期
で

ugMMg巴
。
（
－

3
∞
斗
）
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
議
会
議
員
の
一二

O
%
が
党
籍
変
更
を
し
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
党
籍
変
更
が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
現
象

67 
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下院議員の党籍変更の方向（1946-2004) 図6

100% 

80% 

選議60% 

40% 

20% 

87→92 92→95 95→98 98→01 01→04 
0% 

46→49 49→53 53→57 57→61 61→65 65→69 
選挙年

口有力大統領候補のいない政党への変更

図有力大統領候補のいる野党への変更

・有力大統領候補のいる与党への変更

出所 選挙管理委員会報告書より筆者作成

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
党
籍
変
更
の
方
向
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
政

68 

治
家
の
政
党
所
属
に
関
す
る
選
好
を
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
候
補
者
で
は
な
く
、
現
職
議

員
の
う
ち
再
選
を
狙
っ
て
選
挙
参
入
し
た
政
治
家
の
政
党
所
属
行

動
を
分
析
す
る
。
と
い
う
の
も
、
現
職
候
補
は
政
党
の
選
択
に
お

い
て
自
ら
の
選
好
を
実
際
の
行
動
に
移
す
に
あ
た
っ
て
の
制
約
が

非
現
職
候
補
者
よ
り
も
少
な
い
た
め
、
政
治
家
が
一
般
に
ど
の
よ

う
な
党
籍
所
属
に
関
す
る
選
好
を
も
っ
て
い
る
か
が
よ
り
明
瞭
に

観
察
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
、

ア
ク
タ
ー
の
行
動
は
制

約
の
た
め
実
際
の
選
好
を
反
映
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な

い
の
で
、
行
動
の
観
察
か
ら
選
好
を
推
論
す
る
際
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
（
明

5nrロ
3
3）。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
文
脈
で
は
、
現
職
は
、

た
と
え
選
挙
前
に
他
党
か
ら
移
籍
し
た
場
合
で
も
、
移
籍
後
の
政

党
か
ら
の
公
認
獲
得
を
有
利
に
お
こ
な
え
る
の
で
、
彼
ら
の
政
党

所
属
行
動
は
、
非
現
職
の
そ
れ
よ
り
も
、
選
好
を
よ
り
適
切
に
反

映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
担
保
す
る
の

が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
「
現
職
の
既
得
権
益
の
原
則

G
5
2
1
0

ぇ
2
5
q
え
5
2
5
Z
E）
」
と
呼
ば
れ
る
慣
行
の
存
在
で
あ
る
。
こ

の
原
則
は
、
現
職
は
た
と
え
直
前
に
党
籍
変
更
し
た
場
合
で
も
、



そ
の
政
党
の
公
認
候
補
と
し
て
自
動
的
に
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
詳
細
は
ご
m
a
ω
M
O
C
E
W
2
8
5
小
を
参
照
）
。

6
は
、
党
籍
変
更
を
し
た
議
員
を
サ
ン
プ
ル
と
し
、
彼
・
彼
女
ら
が
ど
の
よ
う
な
政
党
へ
の
変
更
を
し
た
か
を
示
し
て
い
る
。
測
定 図

の
方
法
は
図
5
と
同
じ
で
あ
る
。
図
6
で
は
、
移
籍
先
の
政
党
の
種
類
を
、
現
職
大
統
領
の
政
党
で
か
つ
有
力
な
大
統
領
候
補
の
い

る
政
党
、
野
党
で
有
力
な
大
統
領
候
補
の
い
る
政
党
、
有
力
な
大
統
領
候
補
の
い
な
い
政
党
、

の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
こ
で

の
「
有
力
な
大
統
領
候
補
」
と
は
、
選
挙
に
お
い
て
一

O
%
以
上
の
得
票
の
あ
っ
た
候
補
を
意
味
し
て
い
る
。

図
6
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
の
党
籍
変
更
は
有
力
な
大
統
領
候
補
の
い
る
政
党
に
向
け
て
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
有
力
な
大

フィリピンの大統領制と政党システム（粕谷祐子）

統
領
候
補
の
い
る
政
党
の
う
ち
、
現
職
大
統
領
の
政
党
か
野
党
の
ど
ち
ら
に
移
籍
す
る
か
の
割
合
は
、
選
挙
年
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
筆
者
の
別
の
研
究
に
お
い
て
、
有
力
野
党
の
大
統
領
候
補
の
人
気
が
高
い
選
挙
年
ほ
ど
、
そ
の
野

党
へ
の
党
籍
変
更
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
回
帰
分
析
か
ら
判
明
し
て
い
る
（
同
g
a
ω
N
。。∞
p
p室
。
二
）
。
全
体
と
し
て
、

図
6
は
、
議
会
候
補
者
の
党
籍
所
属
に
関
す
る
選
好
は
、
有
力
な
大
統
領
候
補
の
存
在
知
何
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
大
統
領
選
挙
が
議
会
レ
ベ
ル
政
党
制
に
与
え
る
「
組
織
的
効
果
」
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場

合
で
は
、
有
力
な
大
統
領
候
補
の
い
る
政
党
が
議
会
選
挙
の
候
補
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
政
党
所
属
の
選
択
肢
と
な
り
、
さ
ら
に
、

そ
の
よ
う
な
政
党
へ
の
党
籍
変
更
を
通
じ
て
お
こ
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

3 

選
挙
区
レ
ベ
ル
と
全
国
レ
ベ
ル
の
政
党
シ
ス
テ
ム
形
成

こ
こ
で
は
、
選
挙
区
間
の
政
党
制
構
成
の
差
異
（

g
s
t。
ロ
）
に
注
目
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
あ
た
り
、
ま

ず
図
7
で
こ
の
差
異
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
を
み
た
う
え
で
、
図
8
、
図
9
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル
の
政
党
制
が
各
選
挙

区
の
政
党
制
の
集
合
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
図
7
は
、
一
九
四
六
年
か
ら
二

O
O
四

年
ま
で
の
下
院
選
挙
に
お
け
る
、
各
選
挙
区
レ
ベ
ル
の
有
効
政
党
数
の
平
均
（
開
Z
司
君
。
）
、
及
び
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
有
効
政
党
数
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選挙区平均と全国レベルでの有効政党数（1946・2004)

ENPAVG 

ENPNAT 

一→．－
一→＠－

図7
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p 

2 
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選挙
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年

（開
Z
H
V
Z
出
）
を
示
し
て
い
る
。

図
7
か
ら
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
多
党
化
は
、
各
選
挙
区
レ
ベ

ル
で
の
多
党
化
の
帰
結
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
権
威
主
義

化
以
前
の
時
期
は
、
同

z
p
gと
巴

4
7同
は
両
方
と
も
お
よ

そ
こ
で
推
移
し
て
お
り
、
語
離
は
小
さ
い
。
こ
れ
が
意
味
す
る

こ
と
は
、
各
選
挙
区
で
二
つ
の
政
党
が
競
合
し
て
お
り
、
そ
の

70 

政
党
の
組
み
合
わ
せ
も
ど
の
選
挙
区
を
と
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
の
大

統
領
候
補
が

N
P
及
び
L
P
か
ら
出
馬
し
て
競
合
し
て
い
た

」
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
民
主
化
以
後
の
時
期

出所 選挙管理委員会報告書より筆者作成

で
は
、
同

z
p
gと
同

z
p出
の
値
の
議
離
が
大
き
く
な
り
、

同
Z
F
g
は
二
前
後
で
あ
る
が
、
開
一石
Z
〉
叶
は
三
か
ら
五
と
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
主
化
後
の
選
挙
で
は
、
各
選
挙
区
レ

ベ
ル
で
競
合
し
て
い
る
の
は
二
つ
の
政
党
で
あ
る
が
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
が
選
挙
区
ご
と
に
異
な
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
主
化
後
の
選
挙
で
有
力
な
大
統
領
候

補
の
数
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
点
を
よ
り
明
瞭
に
示
す
の
が
、
図
8
と
図
9
で
あ
る
。

図
8
で
は
一
九
六
五
年
選
挙
の
、
図
9
で
は
一
九
九
八
年
選
挙
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図8 1965年選挙における有効政党数 1.5から 2の選挙区における政党構成状況
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注 ヒストグラムのピンは0.5～1から0.5間隔であり、 4.5以上が最高となる。図9も同じ。

図9 1998年選挙における有効政党数 1.5から 2の選挙区における政党構成状況
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で
の
政
党
制
構
成
の
概
要
を
示
し
た
。
こ
の
二
つ
の
選
挙
年
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
両
方
の
選
挙
区
レ
ベ
ル
の

E
N
P
の
平
均
が

72 

2
・
l
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
比
較
検
討
に
適
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
両
図
に
お
い
て
、
ま
ず
、
選
挙
区
ご
と
の

E
N
P
の
分

布
を
示
す
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
そ
の
最
頻
値
（
モ

l
ド
）
は
両
方
と
も

1
・
5
か
ら

2
・
0
の
間
で
あ
る
の
で
、
こ
の
間

慶麿の政治学

に
あ
る

E
N
P
を
も
っ
選
挙
区
に
お
け
る
、
第
一
党
と
第
二
党
の
名
前
の
構
成
の
分
布
状
況
を
円
グ
ラ
フ
で
示
し
た
。

図

8
、
図

9
に
お
け
る
円
グ
ラ
フ
の
比
較
か
ら
、
各
選
挙
区
に
お
い
て
競
合
し
て
い
る
政
党
の
組
み
合
わ
せ
の
差
異
は
、

五
年
選
挙
よ
り
も
一
九
九
八
年
選
挙
で
よ
り
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
六
五
年
選
挙
で
は
、

E
N
P
が
1
・

5
か
ら

2
の
選
挙

区
の
う
ち
約
九
五
%
が

N
P
と
L
P
が
競
合
す
る
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。

一
九
六

一
九
九
八
年
選
挙
に
お
い
て
は
、
同
様
の

E
N
P
を
も

一
O
%
が

h与
g
と

L
P
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、

hasと
河
合
ミ
選
h
H

、

h
G持

S
と

N
P
C
の
組
み
合
わ
せ
が
そ
れ
ぞ
れ
五
%
の
割
合
で
み
ら
れ
た
（
そ
の
他
の
組
み
合
わ
せ
が
一

O
%
を
占
め
る
）
。

つ
選
挙
区
の
う
ち
、

七

O

%
が
h
h削除

S
と
円
〉
冨
司
、

一
九
六
五

年
選
挙
の
パ
タ
ー
ン
は
他
の
権
威
主
義
体
制
期
以
前
の
選
挙
に
共
通
し
、

一
九
九
八
年
選
挙
の
パ
タ
ー
ン
は
他
の
民
主
化
後
の
選
挙

に
共
通
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
有
力
な
大
統
領
候
補
数
の
増
加
は
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
多
党
化
を
招
い
た
の
で
は
な
く
、
選
挙
区
間
に
お
け
る
競

合
政
党
構
成
の
多
様
化
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
多
様
化
の
原
因
と
な
っ
た
の
が
、
有
力
大
統
領
候
補
数
の
増
大
で
あ
り
、
彼
・

彼
女
ら
が
魅
力
的
な
政
党
所
属
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
形
で
の
議
会
候
補
者
の
党
籍
変
更
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
多
様
化
の
た
め
に
、

選
挙
区
レ
ベ
ル
の
二
大
政
党
制
が
全
国
レ
ベ
ル
で
集
計
さ
れ
た
際
に
多
党
化
と
い
う
形
に
な
っ
て
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

結

論

本
稿
で
は
、
民
主
化
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
政
党
制
が
、
既
存
理
論
が
妥
当
す
る
条
件
を
備
え
て
い
な
が
ら
理
論
的
予
測
か
ら



は
ず
れ
て
い
る
状
況
を
ど
う
説
明
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
既
存
理
論
で
は
、
以
下
の
四
条
件
の
も
と
で
議

会
レ
ベ
ル
で
の
二
大
政
党
制
が
予
測
さ
れ
る
。
付
大
統
領
に
大
き
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、
口
大
統
領
選
挙
は
単
純
多
数
制
を

採
用
す
る
、
臼
大
統
領
選
挙
と
議
会
選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ
る
、
回
議
会
選
挙
は
小
選
挙
区
制
を
採
用
す
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

一
九
四
六
年
の
独
立
以
来
戒
厳
令
が
敷
か
れ
る
一
九
七
二
年
ま
で
の
期
間
は
、
理
論
的
予
測
ど
お
り
二
大
政
党
制
で
あ
っ
た
。
し
か

一
九
八
六
年
の
民
主
化
以
後
、
こ
れ
ら
四
条
件
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
党
化
が
進
ん
だ
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
対
し
、
本
稿
で
は
、
次
の
三
点
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
を
整
合
的
に
説
明
で
き
る
、
と
主
張
し

した
。
す
な
わ
ち
、
付
大
統
領
候
補
者
数
は
二
人
と
な
る
と
い
う
前
提
で
は
な
く
、
変
数
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
、
口
当
選
見
込

み
の
あ
る
大
統
領
候
補
は
、
議
会
選
挙
候
補
に
と
っ
て
加
盟
す
る
に
好
ま
し
い
政
党
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
形
で
議
会
選
挙
で
の
政
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党
制
に
影
響
す
る
、
日
大
統
領
選
挙
の
混
戦
化
は
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
多
党
化
で
は
な
く
、
選
挙
区
間
に
お
け
る
政
党
制
構
成

の
多
様
化
に
影
響
す
る
形
で
多
党
化
に
つ
な
が
る
。
本
稿
第
三
節
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
点
の
妥
当
性
を
デ

l
タ
に
よ
っ
て
示
し
た
。

本
稿
で
の
議
論
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
国
の
政
党
政
治
理
解
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
大
統
領
制
研
究
に
お
け
る
一
般
理
論
構
築
に

む
け
て
の
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
仮
説
と
は
、
大
統
領
選
挙
の
混
戦
化
は
、
議
会
選
挙
区
レ
ベ
ル
の
政
党
競
合
の
あ
り
か
た

で
は
な
く
、
選
挙
区
間
の
政
党
制
構
成
の
多
様
化
に
影
響
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
統
領
制
研
究
で
は
、
議
会

選
挙
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
政
党
制
が
従
属
変
数
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
大
統
領
選
挙
の
影
響
が
、
各
選
挙
区
内
で
み

ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
選
挙
区
間
で
の
政
党
制
構
成
の
多
様
性
の
レ
ベ
ル
で
み
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
区
別
が
暖
昧
に
さ
れ
て

き
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
は
、
後
者
の
レ
ベ
ル
で
の
影
響
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
一
般
的
に

み
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
多
国
間
デ

l
タ
を
用
い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
統
領
制
は
、
以
下
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
制
度
で
あ
る
。
第
一
に
、
執
行
府
の
首
長
は
国
民
一
般
に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ
る
。
第
二
に
、
執
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行
府
首
長
の
任
期
は
議
会
の
決
定
に
依
存
す
る
こ
と
は
な
く
、
議
会
の
任
期
も
執
行
府
首
長
の
決
定
に
依
存
し
な
い
（

Z
B
E
3
3
Lゴ
ム
∞
∞
）
。

（
2
）
単
純
多
数
制
は
二
大
政
党
制
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
命
題
。
そ
の
背
景
に
は
「
機
械
的
効
果
」
と
「
心
理
的
効
果
」
が
あ
る
。
機
械
的
効
果
と
は
、

小
選
挙
区
制
の
使
用
は
比
例
代
表
制
を
使
用
し
た
場
合
よ
り
も
非
比
例
性
（
得
票
率
と
議
席
率
の
希
離
）
が
高
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
場
合
、

大
政
党
は
過
大
に
代
表
さ
れ
、
小
政
党
は
過
小
に
代
表
さ
れ
る
。
心
理
的
効
果
と
は
、
有
権
者
は
自
ら
の
票
を
死
票
と
す
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
当

選
可
能
性
の
な
い
政
党
か
ら
、
当
選
見
込
み
の
あ
る
政
党
へ
と
支
持
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
効
果
の
た
め
に
、
小
選
挙
区
制
で
は
、

上
位
二
つ
の
政
党
の
み
に
当
選
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
み
が
残
存
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

6
5
0招
2
3
2）
0

（3
）
測
定
の
方
法
は
、

g
a宣
言
去
U
R
0
1
3
M一
王
∞
ム
ま
で
の
基
準
を
利
用
し
た
。

（4
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
統
領
は
、

g
z唱
え
白
E
n
R
a
に
よ
る
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
六
つ
の
分
類
の

う
ち
最
も
強
い
権
限
を
も
っ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
位
置
す
る
（

g
a宣
告
E
U
R
4
3
S・
5
5
0

（
5
）
政
党
名
簿
制
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
粕
谷
（
二

O
O
八
）
を
参
照
。

（6）

E
B日
白
（
－

3
斗
）
は
、

E
E
o
s－
仏
）
の
議
論
を
援
用
し
、
町
長
・
市
長
レ
ベ
ル
で
の
一
九
八

0
年
代
以
降
の
多
派
閥
化
を
議
会
レ
ベ
ル
の
多
党

化
の
要
因
と
し
て
い
る
。

（
7
）

コ

1
ト
テ
l
ル
効
果
と
は
、
通
常
、
議
会
レ
ベ
ル
の
候
補
者
の
得
票
に
、
同
じ
政
党
の
大
統
領
候
補
の
属
性
が
影
響
す
る
こ
と
を
指
す
（
0

・∞・

門担－
5
3
自己

3
3。
E
3∞
円
き
さ
。
そ
の
実
証
研
究
に
つ
い
て
は
、
【
U与
、
。
ユ
白
E
E
5。冨（仲豆島）
UHdF285
自
己
∞

g
s
g
a
F
（－

3
凶）

U』

O
ロ何回（宅玄）一

〉

E
Oユ
B
’Z
2
0
自
己
円
安
（
目
。
ヨ
）

uo。
E
2
8仏（リ宮司付（
M
g凶
）
な
ど
を
参
照
。

（
8
）
各
地
域
で
好
ま
れ
る
政
党
所
属
先
は
、
大
統
領
候
補
の
地
域
的
基
盤
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
穴
自
宅
ω
（M
gき
）
を
参
照
。
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